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計 画 名 清新公民館市民健康まつり実施計画

　年度～　

（５）個別計画の概要

（４）総合計画･実施計画における概要   

公民館活動費清新公民館（清新公民館市民健康まつり）

社会教育法、市公民館条例・規則

年度

定員140名

0

平成13年度（評価対象年度）平成12年度

209
１人・50時間

実   績 目   標

0 0 0 0

〔様式　１〕

　042（755）8000

事 務 事 業 評 価 表

平成１４年度

特　定　財　源

決算（予算）額

合　　計

人員・時間数
人　件　費

その他経費

事
　
業
　
費

本事業が、住民の要求に沿ったもの
となっているかを示す。

指　標　① 1009080

５ 目標と実績

指標設定
の意図

目   標
平成11年度

２ 実施根拠及び関連法令等

（２）対象（誰、何）
３ 事業概要
（１）事業の目的

基本施策名
施  策  名

第
第

市民健康まつり
・相模川散策路ウォーキングを開催
　　　日時平成13年5月26日（土）
    　　　     事業委託料     150千円

清新公民館区内住民の健康づくり・体力づくりの普及と住民相互の協調親睦を促進
し、健康で明るい地域社会の形成に役立てるため実施する。

清新公民館区内住民

対象
数

（３）平成13年度事業の内容

計画年次 年度

なし

毎年、清新公民館市民健康まつり実行委員会で事業計
画を決定している。

指標式

参加者の満足度 参加者数（応募状況）

指標名

参加者に行ったアンケートの回答で、概
ね「良かった」と回答した割合

209

150

209

150 150

１人・50時間 １人・50時間

0

359 359 359

0 0

150

209

150

209

0

140

0

359

140

359

１人・50時間 １人・50時間

事業開始年度
１ 総合計画における位置づけ

15110

政  策  名

事務事業名 事業コード

いきいきとした生涯学習社会をつくります

指　標　②
指　標　③

138

実   績

300 134

４　評価指標

10090
実   績

〔金額単位：千円〕

平成14年度

本事業をとおして、参加者があらた
めて健康づくりについて考えるきっ
かけとなったか。

生涯学習の推進
生涯学習機会の充実

担当部課名

主要事業計画対象の有無

清新公民館

～63

生涯学習部

無



94.3%
1

90.0 138.0 ③ e
100.0 140.0 f

1

1

2

2

1

あ　る

な　い

あ　る

な　い

3

説明：

説明：

Ｃ：満足できない

公民館事業など生涯学習事業への参加のきっかけ作りとして有効であると考え
る。

参加者数の増加

成果向上の余地

理由：
①の実績については、記入者の判断による。②は、目標値を定めることが適当ではないと考える。（定員等もあるため）
平成11年度以前は、実施内容が異なる。（小学校でミニ運動会的なものを実施していた）

Ａ：達成している　　　(α≧100%)

Ｂ：一部達成していない(100%>α≧80%)

Ｃ：達成していない   （80%>α)

   α＝①、②、③の平均値  ＝

×100=

評 価

（３）経済性・効率性･･･費用対効果は妥当か

Ｃ：適応していない

Ｃ：代替の可能性高い

（５）市民満足度・・・対象市民の満足は得られているか

健康まつりに対し、150，000円の委託料を受けているが、現地までのバス代として
使用している。実施にあたっては、公民館体育部員の協力（無報酬）を得ており、
経済性は高いと考える。

理由：

理由：

理由：

理由：

評 価 Ａ：適応している
Ｂ：一部適応していない

評 価

Ｃ：妥当でない

Ａ：妥当である
Ｂ：一部妥当でない

Ａ：満足できる

Ａ：有効である

Ｂ：一部満足できない

理由：
Ｂ：一部有効である

Ｃ：有効でない

  

評 価

今後の進め方

継　    続

★ ★ ★ ☆ ☆

７ 総合評価

他自治
体の類
似事業
との比
較

評 価

（６）有効性･･･当該事業は上位の施策を実現する上で有効か

毎回多数の参加希望者がおり、参加者アンケートでも満足した旨の回答が多い。
定員があるため参加希望者全員が参加できない可能性がある。

Ａ：代替の可能性ない

Ｂ：代替の可能性低い

 

６　個別評価

（２）必要性･･･時代変化に適応した事業内容か

（１）達成度･･･目標をどれだけ達成したか

評 価

①  a
b

98.6%90.0%
 

 
②  c

 d

6

地域住民の健康づくり、住民相互の協調親睦を推進していくために、今後とも必
要と考えるが、より住民主体となった事業展開が望ましい。

×100= ×100=

（４）事業の代替性・・・県、民間との役割分担のあり方から見て、市が実施していくことが適当か

ウォーキングは、誰もが楽しむことができる軽運動であり、事業への参加希望者も
多い。
事業終了後には反省会を行い、次年度に生かしている。

コスト改善余地

廃     止

完     了

８二次評価における変更点

説明

　平成11年度までは、健康まつりをミニ運動会的な内容で実施していたが、地域
の事業でも同じような内容が多いため、見直しを行い、平成12年度よりウォーキン
グとして実施している。バスの乗車定員の関係上参加者数に限りがあるが、参加
者からは好評であり来年度以降も続けていきたいと考えている。

現状も地域住民の協力（無報酬）を得
て実施しており、これ以上の経費削減
は、困難である。

見　直　し

≪評価バランスチャート≫ 達成度

必要性

経済性・効率性

事業の代替性

市民満足度

有効性

A

B

C

A

B

C

A

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ａ


